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ウッドチップを充填した浸透トレンチの浸透に影響を与える要因 



吉永安俊，○仲村渠将，酒井一人 

○


1. はじめに 

 ウッドチップを充填した浸透トレンチは効果的な赤土等流出防止対策である．その対策

効果は浸透トレンチの容積や配置形態に応じて変化する．これは浸透トレンチの浸透特性

が容積や配置形態に影響されるためと考えられる．また，ウッドチップを充填した浸透ト

レンチを実圃場に導入する場合には，営農への影響を小さくするため容積や配置形態をで

きる限り小規模に設計しなければならない．対策効果と小規模の両面を満足する最適な設

計が要求されるといえる．本研究では，浸透トレンチ貯水位の時間変動を分析して浸透特

性に影響を与える要因を調べ，さらに赤土等流出防止対策効果との関係を考察した．

2. 貯水位の測定方法 

琉球大学構内に設けた実験区域内に  つの実験圃場を造成した図 ．実験圃場はウッド

チップを充填した浸透トレンチを設置しない非対策区と設置する対策区に区別されており，

非対策区と対策区の流出土量を比較することで赤土等流出防止対策効果が継続的に調べら

れている．同時に，浸透トレンチの貯水位を水圧式水位計  社製，
を用いて図 ，実験区域の雨量を転倒マス型雨量計を用いてそれぞれ  分間

隔で連続測定している．貯水位の基準高は浸透トレンチ下流端の地盤高である．測定

期間は  年  月  日から  年  月  日までである．なお，貯水位には  年  月，

 月および  月に，雨量には  年  月， 月および  月にそれぞれ欠測がある． 

図  実験圃場の概要


図  貯水位の計測方法とその表示法
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3. 結果および考察 

3.1 貯水位の経時変化 

図  に貯水位の経時変化を示す．図  より，雨量の変化に応じて貯水位が変動し，また，

浸透トレンチ  と  の貯水位の経時的な変化傾向は類似することがわかる．しかし，

降雨終了後あるいは休止中における減水位過程の貯水位の時間変化率には違いが認められ

た．一例を  年  月  日に生起した降雨総雨量  による貯水位の経時変化図
で説明する．当降雨には 分間の休止期間があった．休止前の雨量は であり，

これによってふたつの浸透トレンチ周辺の土壌水分状態の差はほとんどなくなったと考え

られる．休止後の降雨によって貯水位はそれぞれほぼ  に達した．そこで，休止後の降

雨による貯水位の経時変化のうち減水位過程に着目すると， の貯水位は  より早く

低下していることがわかる．貯水位が   ずつ低下する区間ごとの貯水位の時間変化率

は表  のとおりである．貯水位 までは  のほうが早く低下するといえる．

3.2 浸透特性に影響を与える要因 

浸透トレンチのサイズ図 とウッドチップの充填空隙率 を用いて貯水位   のと

きの単位飽和空隙容積あたりの浸透面積を計算すると， では ， では 
 となる． の貯水位の低下が  よ

り早いのは， の単位飽和空隙容積あたり

の浸透面積が  より大きいことが一因と

して考えられる．
 

3.3 赤土等流出防止対策効果との関係 

  年  月から  月にかけての実験結果よ

り，× 個区と × 個区の流出土量

は  区より少なかった．つまり，小規模

の浸透トレンチを分散配置した方が対策効果

は高くなるといえた．先述した考察より，小

規模の浸透トレンチの方が貯水位の低下が早

いということが関与していると考えられる．
 

4 まとめ 

 浸透トレンチの大きさは浸透特性に関与し

た．小規模分散配置にすると赤土流出防止対

策効果は高くなる． 

表  貯水位の時間変化率

貯水位変化区間


 の変化率


 の変化率
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図   年  月  日に生起した降雨によ
る貯水位の経時変化
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図  貯水位の経時変化，
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